
 

 

履修プロセス概念図 

○情報科学研究科 

D3

D2

D1

M2

人材養成目的M1

短期修了制度
（過去３年間で
２６名の実績）

短期修了制度
（過去３年間で
３７名の実績）

博士論文
中間報告
（副指導教員
との討論）

ゼミナール
発表
（修士
論文
テーマ
提案）

博士論文
公聴会

博士論文
提出・
最終審査

修士論文研究： 基幹講座または
教育連携講座への長期派遣にて

コアカリキュラムの充実
①授業アーカイヴを利用した多様な形態のカリキュラム学習
～１８年度： 授業風景とテキスト表示を同期させた高品位アーカイヴを４２％の科目に対して作成
１９年度～： コンテンツの多機能化・軽量化、自動編集機能の開発、非同期教育、遠隔教育への利用

アドバンストプロジェクト
②学生の自主性に基づくプロジェクト教育：特待生制度、テーマ提案・コンテスト型実習
③国際化教育：科学英語の少人数事前教育を経て学術交流協定校・著名国際会議への海外派遣
④長期派遣型連携教育：１１の教育連携講座へ学生を長期派遣し修士論文研究の研究指導
⑤アカデミックボランティア教育：児童・学生・シニア向け地域貢献を体系化してカリキュラムに位置付け

しなやかな教育基盤
⑥授業FDから研究指導FDへ： 授業FD （授業評価アンケート・学外FD委員・FD海外研修・FD研修会）の
充実と研究指導FD （研究指導法の研究科での共有、海外大学の指導法調査、講座の枠を越えた相互参観）
へのあらたな取組みにより、改善点を迅速かつ柔軟に各教員の指導方法へフィードバック

創造力と国際競争力を育む情報科学教育コア ： ３つの柱と６つの方策

授
業FD

（
ア
ン
ケ
ー
ト
・
学
外FD

委
員
の
授
業
参
観
・FD

研
修
）

研
究
指
導FD

（相
互
参
観
・海
外
調
査
・方
法
論
の
共
有
）

情報科学
に関する
幅広い
基礎知識
と先端
知識の
修得

コミュニ
ケーション
能力・
英語力・
変化への
対応能力
の養成

研究テーマ
の探求
（広い視野
の養成）

研究の
深化と
成果発表
（専門的
知識・方法
論の蓄積、
国際感覚
の養成）

独立した
研究者
としての
能力養成

一般科目（数学・情
報倫理・IP・MOT）

オンデマンド授業
アーカイヴによる

学習 ゼミナール
発表

（修士論文
中間報告、
副指導教員
との討論）

基礎科目（他分野学生の
キャッチアップ教育）

専門科目（６つのサブコア
からなる履修モデルを提供）

コアカリキュラム

特
待
生
制
度
「特
別
演
習
」
（６
単
位
）

（
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・国
際
化
活
動
）

国
際
化
教
育
「英
語
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
法
・

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
法
」↓

海
外
派
遣

修士論文
提出・
修士論文
発表会

アドバンストプロジェクト

国際化教育 「アドバンスト英
語ライティング法・プレゼン
テーション法」→ 海外派遣
英文デスクサービスの利用

アカデミックボランティア教育

テーマ提案・コンテスト型実習
「アドバンストプロジェクト実習」

アドバンストプロジェクト

し
な
や
か
な
教
育
基
盤
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○バイオサイエンス研究科 
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○物質創成科学研究科 

中間審査

修了審査

中間審査

中間審査

学位審査

入 学 ―多様な出身分野から意欲ある学生の受入れ―

ベーシック教育プロジェクト
（エレメンタリ講義、アドバンスト講義の並列開講）

修士論文

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

５
年
次

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
ボ
ー
ド
（
複
数
指
導
教
員
体
制
）
に
よ
る
教
育
ス
テ
ー
ジ
管
理

先進成果
国際感覚
研究経営

研究背景
基礎知識

研究手法
課題解決

プレゼン
融合展開
複数専門

αコースコース分属π コース

専門教育プロジェクト
（専門的知識の涵養）

研究調査
テーマ設定

研究企画

研究調査
テーマ設定

研究企画

中間報告（研究企画提案）

光物質科学教育プロジェクト

（光ナノサイエンス特別講義）

博士論文博士論文

指
導
教
員
変
更

指
導
教
員
変
更 博士後期課程進学

研究企画提案

中間報告

研究企画・推進プロジェクト

（競争的研究奨励制度）

成果報告会成果報告会

先進研究能力養成プロジェクト
（学生主催 融合物質科学セミナー）

企画能力、研究経営能力

中間報告（研究成果）

国際感覚強化プロジェクト
（中短期海外派遣）

成果報告会成果報告会

博博

士士

論論

文文 最
短
３
年
間
で
の
短
期
修
了

物質科学の融合領域を担う研究者物質科学の融合領域を担う研究者

研
究
指
導

研
究
指
導

研
究
指
導

修修

国際学会
論文執筆

了了

査査
審審

短
期
修
了

到達目標
判定項目

創造力
研究企画
課題発見

成果発表・口頭試問

国際感覚育成プロジェクト

（サイエンスリテラシー講義・
物質科学英語）

論文公聴会

中間審査

修了審査

中間審査

中間審査

学位審査

入 学 ―多様な出身分野から意欲ある学生の受入れ―

ベーシック教育プロジェクト
（エレメンタリ講義、アドバンスト講義の並列開講）

ベーシック教育プロジェクト
（エレメンタリ講義、アドバンスト講義の並列開講）

修士論文

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

５
年
次

１
年
次

２
年
次

３
年
次

４
年
次

５
年
次

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
ボ
ー
ド
（
複
数
指
導
教
員
体
制
）
に
よ
る
教
育
ス
テ
ー
ジ
管
理

先進成果
国際感覚
研究経営

研究背景
基礎知識

研究手法
課題解決

プレゼン
融合展開
複数専門

αコースコース分属コース分属π コース

専門教育プロジェクト
（専門的知識の涵養）
専門教育プロジェクト
（専門的知識の涵養）

研究調査
テーマ設定

研究企画
研究調査
テーマ設定

研究企画

研究調査
テーマ設定

研究企画
研究調査
テーマ設定

研究企画

中間報告（研究企画提案）中間報告（研究企画提案）

光物質科学教育プロジェクト

（光ナノサイエンス特別講義）

光物質科学教育プロジェクト

（光ナノサイエンス特別講義）

博士論文博士論文博士論文博士論文

指
導
教
員
変
更

指
導
教
員
変
更 博士後期課程進学

研究企画提案研究企画提案

中間報告中間報告

研究企画・推進プロジェクト

（競争的研究奨励制度）

研究企画・推進プロジェクト

（競争的研究奨励制度）

成果報告会成果報告会

先進研究能力養成プロジェクト
（学生主催 融合物質科学セミナー）

企画能力、研究経営能力

先進研究能力養成プロジェクト
（学生主催 融合物質科学セミナー）

先進研究能力養成プロジェクト
（学生主催 融合物質科学セミナー）

企画能力、研究経営能力

中間報告（研究成果）中間報告（研究成果）

国際感覚強化プロジェクト
（中短期海外派遣）

成果報告会成果報告会

博博

士士

論論

文文 最
短
３
年
間
で
の
短
期
修
了

物質科学の融合領域を担う研究者物質科学の融合領域を担う研究者

研
究
指
導

研
究
指
導

研
究
指
導

修修

国際学会
論文執筆

了了

査査
審審

短
期
修
了

到達目標
判定項目

創造力
研究企画
課題発見

成果発表・口頭試問

国際感覚育成プロジェクト

（サイエンスリテラシー講義・
物質科学英語）

国際感覚育成プロジェクト

（サイエンスリテラシー講義・
物質科学英語）

論文公聴会
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